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八潮市小中一貫教育、次のステージヘ。
これまで「学力の向上」とr豊かよD 育成」を目指し、成果を上げてきた八潮市の小中一貫教育。

次のステーミ、へ第一歩は新たに「体力の向上」をテーマに加え、
「知・徳・体」(ランスのれた児童生徒の育成を目指ていきます。
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本市にとつて学力の向上は喫緊

の課題です。授業において、教員

が基本的な授業展開案である『ハ

潮スタンダード』を活用した授業

を実践することにより、児童生徒

の思考力・判断力・表現力をバラ

ンスよく育んでいきます。

9年間を

見通した

体力向上の

授業実践

「体力」は生きる力の源であり、運動を通して育まれる粘り強さ

や挑戦心、協調性等は、「学力の向上」や「豊力寸よDの育成」に

つながるものです。

今後は、教職員を構成員とする小中一貫教育推進検討部会の1部

会として「体力の向上」を担う部会を新設し、9年間の体育授業の

つながりを見据えた検討実践を行つていきます。
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(基本的な授業展開案)
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■
不登校児童生徒の解消を目指すとともに

引き続き未然防止に重点を置いていきま

す。また、平成27年9月に制定された『ハ

潮市みんなでいじめをなくすための条伊仙

(通称「いじめ0条例」)を基にした授業実

践を全学級で行い、児童生徒の豊力寸よ0の

育成を図っていきます。

平成28年3月八潮市教

市内5中学校生徒会による
市長へのいじめ撲滅合同提言
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大厚、中学校ブロツク
研究発表会
<研究主>

「学力の向上とかな心

の推」小中一

カゞかトー(^、 1

Jぽか{まかトライとは?
3校のトラ/アングル(三角升幻と"1兆戰"の「TRY」、 3校で共通
して実践する「ぽかぽか言菜」(相手の心を温かくする言粟)を
中心とする言葉を大切にする実践を通して、豊力寸よDの膏成を
目指しています。

研究発表会参加者の感想

大原中学校ブロックは、研究主題を「学力

の向上と豊力寸よDを育成する小中一貫教育の

推進~学びを結ぶぽかぽかトライ(施設分

離型として)~」とし、研究を進めてきまし

た。

11月12日の発表会では、午前中は

大曽根小学校と大原小学校で公開

授業、午後は大原中学校で公開

授業と全体会が行われました。

■大原中学校の公開授業

小中系統【算数・数学】(小5・6,中1)
止ヒ例」「比例の利用」授業

【社会】(小5,中 1)
「地図の活用」

【英i討(小 6,中2)
「t0不定詞」

【道徳】(小4,中2)
「思いやり」

【特別活動】(小6,中3)小中合同

「家庭学習について」授業

「いじめについて」

【生活】(小・中特別支援学級)

「特別支援字級3校交流会」

【学級活動】(中3)小中一

特色ある実践 「し切ちの授業(誕生字)」

【家庭教育学級】(各校PTA)3校合同

「あなたの子供の良いところさがし」談会

俳見の学習)

る

し)~

平成27年11月12日に大原中学校ブロック(大原中学校、大曽根小学校、大原

小学校)で研究発表力逝子われ、地域の方々をはじめ市内外から大変多くの方にご参

加いただきました。当日は、3校の児童生徒が運営の一端を担うとともに小中一貫

教育充実のための提言がなされ、本市の小中一貫教育10年の歩みを、児童生徒の

変容を通して保護者や地域の方々にご覧いただきました。

全体会冒頭のあいさつの中で、大原中学校

三宅校長からは、「八潮市の小中一貫教育は、

子どもの姿がどのように変容したかで示すも

のである」との言葉がありました。その言葉

を表すように、全体会では児童・生徒から、

未来に向かって自分たちが考える小中一貫教

育の取組について、工夫を凝らした提言があ

り、まさに児童生徒が主役となった研究発表

会でした。

「体育館までご案内します」という
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■研究の概要

これまで大原中学校ブロックで、10年間に

積み重ねられた児童生徒の交流や教職員の合

同研修などを土台に、育てアい力を明確にし、

9年問の連続性、系統性を重視した学習指導、

生活指導を3校が一体となって進めることを

大切にしました。

匪育てたい力

「自ら学び考える力」、「相手を思いやる心」、

「自分を大切にする力」

児童・生徒からの4つの提言

共通の学校生活や学習のきまり)」「家庭学習

の推進」「授業改善・小小連携・小中連携」「ノ

ト指導の工夫・改善」を 3校で共通して取

り組みました。「学習の 10 力条」は、 2つの

小学校から中学校への進学をスムーズにする

目的で活用し、また、ノート指導においても

指導方法を共有しています。

3.こころ部会

「相手を思いやる心の育成」を目指し、「学

習の10力条(心構えや規律)」Πまかぽか言葉」

「あいさつ運動」{こ3校で共通して取り組みま

した。特に「学習の10力条」では、学習の準

備、時間を守る、授業前後のあいさつの3点を

重視し、相手を思いやる「ぽかぽか言葉」は、

全教育活動で意識しました。

4.しえん・健康部会

「自分を大切にする力の育成」を

目指し、部会を3つの部会(しえ

ん、健康、体育)に分け、小中で連

携し個別支援体制の充実、朝食の重要性を

考え、朝食アイディアコンテストの実施、体

力の記録の活用など、研究を進めました。

高学年からの教科担任制の導入

中学生とのあいさつ運動の実施

高学年からの部活動体験の実施

全中学校でのいじめ撲滅運動の

実施

向上、豊かな心の育成に取り組んで

■研究組織(4部会)

1.けいかく部会(主幹教諭・教務主任)

全体の企画・調整を一元化することで、 3

校の連携をスムーズに進めました。

2.まなび部会

「自ら学び考える力の育成」を目指し、大

原中学校ブロック共通「学習の10力条 B校

児童生徒の提言
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八條』bj、学校3年1組の合唱

,

■成果と課題

学習の10力条やノート指導等から、3校で

同じ指導ができ、学習規律の確立や学習習慣

が身についてきました。今後は、学習指導法

の改善や学習習慣の定着を図ります。
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中一貫教育のアンケートを実施しました

平成27年度に小中一貫教育10年の節目として、児童(小6)・生徒(中1)とその保護者の方々や市内教職員か
ら意見をお聞きし今後の本市の小中一貫教育の充実に役立てようと、アンケートを実施しました。

お忙しい中、ご協力いただきありがとうございました。一部を抜粋し報告します。詳細については、今後、八潮
市のホームページ1こ掲載する予定です。

Q.今、将来の夢や希望はありますか。
アンケートの結果から、将来の夢や希望を多くの児童生徒が持っています。確実な学力を身に付けさせ、仲間と豊かに関われる

児童生徒を育成し、子どもたちが未来に向かって夢や希望を持ち、ははたいていくことが小中一貫教育の究極の姿です。
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Q.代表的な取組の中で、ご存知のものに
ださい。(0はいくつでも)

地域と連携し家庭の教育力を高め
子どもたちの確かな成長に努めます
■学校教育■
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埼玉県八潮市中央一丁目2番地5 電話048-996-2下11(内線398)

八潮市教育委員会学校教育部小中一貫教育推進室

●文化・ニミユニティ■

文化の継承と創造、
コミユニティの活性化に努めます
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基本

理念

をつけてく

j＼淳月〒行^^^糸岡を:^^しました

明日の八潮を担う人づくり~共生・1窃働』『安全・安心』を基盤として~

「まちづくりは人づくり」を基本に、次代を担う子どもたちや市民の皆さんが夢や希望を持って
過ごすことができる八潮市を思い描き、「八潮市教育大綱」を策定しました。大綱は基本1里念のもと、
以下の4つの基本方針と12の墓本目標からなってぃます。詳しくは、八潮市ホームページ(「八潮市
教育大綱」)をご覧ください。

Q.児童生徒の健全な学びと育ちを保障するためには、
9年間を一貫した取組が必要だと思いますか。
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生きる力を育成し
子どもたちの夢の実現に努めます

■学校教育■

基本

目標

,画0β

■社会教育■

学びと社会参加、体験を通じ
全ての市民の自己実現に努めます

Mづ'0ι) d'●9

1.確かな字力と自ら学ぶ力の育成 2.豊力寸よDと健やかな体の育成
4.夢を抱き次代を創造する青少年の育成3.人権を尊重する教育の推進

5.郷土愛を育み地域文化を創造する教育の推進 6.平和な社会づくり
8.助け合う地域社会づくりフ.国際化、情報化社会に対応した教育の推進

生涯にわたり楽しく学ぺる環境づくり 10.スボーツ・レクリエーションに親しむ環境づくり
12.望ましい学校教育環境づくり安全・安心な教育環境づくり
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